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技術の概要

図 ・ 写真

連絡先

発明者からのメッセージ

ライセンス情報

【解決したポイント】【従来の問題点】

１）開放特許情報DB番号／L2025000769
２）特許番号／特許第7296492号
３）公開番号／公開2023－104827
４）出願番号／特許2022－016741
５）出 願 日／2022.1.18
６）発明の名称／「荷崩れ防止シート」
７）特許権者／岡嶋　俊二
８）代表発明者／岡嶋　俊二
９）実施権許諾・譲渡種別 ■許諾 □譲渡
）共同開発・研究の意思 ■有 □無
）サンプル提供の予定 □有 ■無
）技術指導の意思 ■有 □無
）実施実績　 □有　□試作 ■実験 □無
）事業化実績 □有 ■無
）実施権許諾実績 □有 ■無

１）所　　属／公益財団法人鳥取県産業振興機構
２）担当者名／経営支援部 知的所有権センター 特許流通担当
３）電話番号／０８５７－５２－６７２２
４）E -ma i l／chizai@toriton.or.jp

従来の荷崩れ防止シートでは、
　　・荷物の角部で破れることがある。
　　・破れると荷崩れ防止が困難となる。

　内側に緩ませた保護シートを備えた２枚重
ね構造にすることで、荷物角部からの負荷集
中や擦れを緩和でき、破れにくくなる。

・荷台シートを外側と内側の２枚重ね構造としている。
・外側シートに対して内側シートを弛ませた状態で4か所接続させている。
・外側シートで荷物を押さえ、内側シートで荷物を緩く覆う。
・従来のような一枚の外側シートのみだと、荷物の角部に負荷が集中し、かつ擦れも加わりシートが破れ
やすくなる。
・緩い状態の内側シートがあることによって、外側シートに直接かかる負荷集中や擦れを緩和でき破れにくくなる。
・また、荷材を覆う部分が二枚重ねとなるので荷材が濡れてしまう事を防げる。

従来の荷台シートと同様の作業性で、
従来シートより破れにくいです。

　内側シートを荷材に合わせて変更する等
交換しやすい構造です。

破れにくい荷崩れ防止シート
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災害時避難喚起ボード
（想定される災害で命を落とさないために）
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図 ・ 写真
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ライセンス情報

【解決したポイント】【従来の問題点】

１）開放特許情報DB番号／
２）特許番号／特許第7202750号
３）公開番号／特開2024－030198
４）出願番号／特願2022－132845
５）出 願 日／2022.8.23
６）発明の名称／「災害時避難喚起ボード」
７）特許権者／株式会社上田商事
８）代表発明者／上田　嘉夫
９）実施権許諾・譲渡種別 ■許諾 □譲渡
）共同開発・研究の意思 □有 ■無
）サンプル提供の予定 ■有 □無
）技術指導の意思 ■有 □無
）実施実績　 ■有　□試作 □実験 □無
）事業化実績 ■有 □無
）実施権許諾実績 □有 ■無

１）所　　属／公益財団法人鳥取県産業振興機構
２）担当者名／経営支援部 知的所有権センター 特許流通担当
３）電話番号／０８５７－５２－６７２２
４）E -ma i l／chizai@toriton.or.jp

　自分が居住する地域で、避難を要するような大災
害が起こっても、本当に非難しないといけないか判断
に迷って、避難が遅くなってしまうことがあります。

　玄関や居間など、日頃から自然に目に入る場
所に「避難喚起ボード」を置くことで、避難意識
のスイッチを常にONにし、いざ大災害が起こっ
た時に、避難判断への迷いを低減します。

　災害時には、テレビやラジオ、防災無線等、様々な手段で災害情報が通知されるが、災害情報の通知や避
難の呼びかけが行われても、実際の避難行動につながらない場合も少なくない。
　本発明は、住居の各々に設置される災害時避難喚起ボードであって、複数の災害種に対して相互に異な
る色が決められており、災害時避難喚起ボードが設置された対象住居が被災する可能性のある災害種を、
その災害種に対して予め決められた色で戸別に提示することが出来る。
　これにより、災害時に避難を喚起する技術を提供することができる。

津波や土砂災害、台風等による浸水や洪水などの災害が起こった際、普段から避難意識を高
めることと、いざ災害が起こった時に、自分が当事者であることを認識し、避難行動を起こ
すための判断ツールにすることが出来ます。

　災害が発生するたびに、大切な人の命が奪
い去られる。このことを少しでも好転できな
いかと考えて考案しました。


